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雑
ざ っ

草
そ う

と悪
わ る

い言
こ と

葉
ば
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「ちょっと話
はな

せる？」ジョナスはお母
かあ

さんにたずね
ました。ジョナスはお母

かあ

さんが花
か

壇
だん

の雑
ざっ

草
そう

を
ぬいているとなりの草

くさ

の上
うえ

にすわりました。
「いいわよ。どうしたの？」お母

かあ

さんはたずねると，
よごれた庭

にわ

仕
し

事
ごと

用
よう

の手
て

袋
ぶくろ

をぬぎました。
「今

き ょ う

日，学
がっ

校
こう

で何
なん

人
にん

かの子
こ

が，ぼくの知
し

らない言
こと

葉
ば

を言
い

っていたんだ。それを言
い

うとき，笑
わら

っていたん
だ」とジョナスは言

い

います。「あれは悪
わる

い言
こと

葉
ば

だっ
たんだと思

おも

う。」
「それを聞

き

いて，どんなふうに感
かん

じた
の？」とお母

かあ

さんはたずねました。
「良

よ

い気
き

持
も

ちがしなかった。」
ジョナスはその言

こと

葉
ば

をお母
かあ

さんにささやきました。お母
かあ

さんはその言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

を教
おし

えてくれました。ジョナスの
思
おも

ったとおり，良
よ

い言
こと

葉
ば

ではあ
りませんでした。
「でも，どうして悪

わる

い言
こと

葉
ば

なの？」と
ジョナスはたずねました。
「意

い

地
じ

悪
わる

で，人
ひと

に敬
けい

意
い

をはらう言
こと

葉
ば

じゃないからよ。
そういう言

こと

葉
ば

を使
つか

うと，せいれいにともにいていた
だくのがむずかしくなるの。せいれいが，それは悪

わる

い言
こと

葉
ば

だと教
おし

えてくださっていたから，ジョナスは
良
よ

い気
き

持
も

ちを感
かん

じなかったのよ。」
ジョナスは顔

かお

をしかめました。「でも，ほかの子
こ

たちは楽
たの

しそうにしていたよ。どうしてぼくだけが
居
い

心
ごこ

地
ち

が悪
わる

かったんだろう。」
「ほかの子

こ

たちは同
おな

じように感
かん

じていなかったっ
て，どうして分

わ

かるの？」お母
かあ

さんがたずねました。
「だれかがその言

こと

葉
ば

を言
い

ったとき，みんな笑
わら

って
いたし，にこにこしていたから。」ジョナスはこんら
んしてきました。

「良
よ

い気
き

持
も

ちがしないときに，笑
わら

ったりほほえんだ
りすることもあるのよ」とお母

かあ

さんは言
い

いました。
「それから，悪

わる

い言
こと

葉
ば

をたくさん聞
き

いたり言
い

ったりし
ていると，もう気

き

にならなくなることもあるわね。
でも，そうだとしても，そういう言

こと

葉
ば

を使
つか

うのはやっ
ぱり正

ただ

しくないことなの。この雑
ざっ

草
そう

ににているかも
しれないわね。庭

にわ

をきれいにして，良
よ

い植
しょく

物
ぶつ

が育
そだ

つ
ように，雑

ざっ

草
そう

をぬいているのよ。」
「ぼく，その言

こと

葉
ば

を言
い

わなくてよかった」とジョナ
スは言

い

いました。
「お母

かあ

さんもうれしいわ」と，お
母
かあ

さんは言
い

います。「あなたを
ほこりに思

おも

うわ。いいことを思
おも

いついたのだけれど，家
か

族
ぞく

で
約
やく

束
そく

をしない？」
「どんな？」ジョナスはたずね

ました。
「良

よ

い言
こと

葉
ば

を使
つか

って，悪
わる

い言
こと

葉
ば

を
口
くち

にしないと約
やく

束
そく

しましょう。家
か

族
ぞく

み
んなの決

き

まりにできるわ。」
ジョナスはそのアイデアが気

き

に入
い

って，お母
かあ

さん
と握

あく

手
しゅ

をしました。ジョナスは，お母
かあ

さんとの約
やく

束
そく

について良
よ

い気
き

持
も

ちを感
かん

じました。
「ところで，雑

ざっ

草
そう

を取
と

り終
お

えるのを手
て

伝
つだ

うと約
やく

束
そく

す
るのは，どう？」お母

かあ

さんがたずねました。「そうし
たら，公

こう

園
えん

に連
つ

れて行
い

くと約
やく

束
そく

するわ。」
ジョナスはにやっと笑

わら

って，スコップを手
て

に取
と

りま
した。「いいよ。」
お母

かあ

さんを手
て

伝
つだ

っていると，ジョナスの気
き

持
も

ちは
ずっと楽

らく

になりました。ジョナスには，悪
わる

い言
こと

葉
ば

を
使
つか

わないと約
やく

束
そく

することが，家
か

族
ぞく

にとって良
よ

い選
えら

び
であることが分

わ

かりました。●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ジュリー・コーネリウス・ホアン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

「家
か

族
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やく

束
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